
 

 

  

 

 
東中学校の生活指導部には、『心の教育』に重きを置いた部署として、『道徳教育推進担当』、『人

権教育推進担当』のほか、家庭や地域等と連携して活動を推進していく『教育相談部』と『特別支援

教育部』があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒一人一人の適切な成長のために、また、お子様のことで、悩みや不安、心配事等ある場合は、

いつでも担当にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育相談部はＳＣ、適応指導教室、スクールソ

ーシャルワーカー、あきる野市教育相談所、子

ども家庭支援センター等との窓口となります。 

    

（１）不登校、長期欠席生徒の指導・支援方法の具体化 

①小学校・家庭・関係機関との連携 

②対象生徒の的確な把握のもと、具体策の検討と担任や学年との連携  

③不登校対応マニュアルの作成と活用啓発 

④教育相談要配慮生徒リストの作成と決定  

⑤個別指導計画の作成とフィードバック 

⑥必要に応じて生徒や家庭との面談の実施 

⑦長期休業前・中における要配慮生徒の対応 

⑧学年開き・学期１回程度のフレンドシッププログラムの企画運営 

                      

（２）ＳＣ連携事業 

①１年生対象ＳＣ授業と面接の運営   ②交流給食（全学年） ③週 1 回の部会での情報交換 

④ＳＣとの面談希望者の予約受付（ＳＣ勤務日；火曜日） 

 

（３）外部との連携 

①適応指導教室（せせらぎ教室） 

②スクールソーシャルワーカー、教育相談所 

③子ども家庭支援センター 

東中学校の『教育相談部』の活動内容 

『教育相談』とは・・・ 

「一人一人の生徒の教育上の課題について、本人又は親などに、その望ましい在り方を助言す

るとともに、それぞれの発達に即して、好ましい人間関係を育て、生活によく適応させ、自己

理解を深めさせ、人格の成長への援助を図る」ものです。（生徒指導提要より） 

 

 
 

あきる野市立東中学校 
校  長  田島  弘之 
生 活 指 導 部 

教育相談部 ； 副校長、生活指導主任、養護教諭、ＳＣ、各学年担当（根本、芳川、須藤、野澤） 

特別支援教育部 ； 管理職、生活指導主任、各学年主任（中澤、野間、林）、コーディネーター（野澤、芳川） 

『特別支援教育』とは・・・ 

「従来の特殊教育の対象の障害だけでなく、学習障害（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨ

Ｄ）、自閉症、高機能自閉症やアスペルガー症候群などの広汎性発達障害（ＰＤＤ）等の脳機

能の障害のある生徒の自立や社会参加に向けて、その一人一人の教育的ニーズを把握して、そ

の持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するために、適切な教育や指導を通じ

て必要な支援を行う」ものです。 
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（１）特別支援教育要配慮生徒の指導・支援方法の具体化 

①小学校・家庭・関係機関との連携 

②対象生徒の的確な把握のもと、具体策の検討と担任や学年との連携 

③特別支援教育要配慮生徒リストの作成と決定 

④個別指導計画の作成とフィードバック 

⑤必要に応じて生徒や家庭との面談の実施 

 

（２）巡回相談の運営 

・本人の困り感、保護者の相談、担任等の気付きから特別支援コーディネーターや市の教育相談所と

連携し、市やあきる野学園の専門家による行動観察を実施する。その後、専門家の助言やアドバイ

スをもとに全職員への共通理解を図り、支援を進める。また、必要に応じて、本人や保護者と面談

を行い、今後の方針を確認する。 

 

（３）特別支援校内委員会の運営 

・巡回相談で具体化した支援の成果と課題を検証し、今後のより良い具体策を検討する。また、本人

や保護者の意向をもとに、「あきる野学園」への転学や「通級指導学級（秋多中、増戸中）」への入

級、学級内でのＴＴ（チームティーチング）支援を行うための「教員補助員」の配置等を行う。 

 

（４）副籍交流事業 

・あきる野学園の中学部の生徒が地域指定校である東中学校での授業等の交流をし、地域とのつなが

りを維持、継続するとともに、特別支援教育への理解を促す。 

 

（５）特別支援教育研修会の企画・実施 

・特別支援教育についての質の高い教育を目指し、職員対象の研修会を企画、運営する。各学期１回

程度予定し、内容は、事例研修や個別指導計画作成研修、個に応じた支援内容等の情報交換を行う。 

東中学校の『特別支援教育部』の活動内容 

衣替えのお知らせ 

冬服から夏服への衣替えの季節と

なりました。夏服着用期間は、6 月

11 日（月）～10 月 5 日（金）です。

移行期間は、5 月 15 日（火）～6 月 8

日（金）となります。事前にご準備

をお願いいたします。右図は生徒手

帳 P13 にも掲載してある『これが東

中の基本だ！～服装（夏服）・髪型

編～』の抜粋です。中学校生活にお

ける基本の一つとして指導してい

きますが、各ご家庭におかれまして

も、「華美」「奇抜」だと周囲に感じさ

せず、受験や校外学習等でも問題になら

ないような、中学生らしい落ち着いた服

装・髪型へのご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前髪は目にかからない

ようにする。ツーブロ

ックやモヒカン等の特

異な髪型は禁止。 

肩にかかる髪はゴムで 

束ねる。華美な編み込 

みは禁止。 

ヘアゴムは黒・茶・紺と

する。また髪留めは、ヘ

アピン程度のもの（黒・

茶・紺）のみとする。 
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